
検査部 医療安全への取り組み
検体検査の結果チェック
～ 正しい結果報告のために ～

検査部では、日々の診療の助けとなるように多くの検査を実施しています。
それらの検査結果を「正しい値」で報告するためには、
機器のメンテナンスや測定値の誤差の確認など、毎日の管理がとても重要です。

しかし！
それだけでは、突然起きる機器のエラーや
患者さん特有の異常反応に対応できません

極端値チェック 前回値チェック 項目間チェック
極端に高い・低い
検査結果について、
報告前に確認します。

生命にかかわる危険な異常値や、
機器のエラー、
意図しない反応などの
検出に役立つ。

同じ患者さんの前回の
検査結果があれば、
比較して確認します。

患者さんの取り違え、
薬剤の混入、
機器のエラーなどの
検出に役立つ。

連動して変化する
検査項目の関係性を
確認します。

意図しない反応や
機器のエラー
検体の汚染などの
検出に役立つ。

1日に20000件程度の大量の検査結果すべてを確認するのは不可能なため、
検査システムを利用しています。

検査の精度を管理するために

異常に低い結果が・・・
試薬が正しく
反応していないかも？

前日は正常なのに、
極端な変化が・・・
何か混ざっていないかな？

検査Aが高ければ
検査Bも高いはず・・・
病態と合っているのかな？

検査部から医師へ 医師から患者さんへ

そこで、全ての患者さんの検査に を実施しています。個別データ精度管理

・検査システム
・臨床検査技師

の両方でチェック 迅速な結果報告 患者対応

上記のチェックの結果を臨床検査技師が判断し、再検査の実施や機械・検体の
状態確認を行い、エラーを無くしてから検査結果を報告しています。
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